
齢・

縢醜難、．

　　　　　　　　　　　　，，・翻、，’南匿魚．箔郡霧沢亟・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．灘　　　　熱

　　　　　　《人口の動き》　男2，934（一2）女2，958（一8）計5，892（一10）世帯数1，657（＋2）

　　　　　　　7月1日現在　　出生1　死亡6　転入6　転出11
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松代城跡公園

キャンプ場
沖灘

〆
　
　
』
＼
、

灘

難
灘
、

榛
　
　
　
　
　
虫

　
　
　
　
一

　
　
　
　
欝
講

　
　
　
　
購

　
　
　
　
鑛
韓

　
『
㌧
㌧
麟

2
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

一
h
r
一

　
『

難

P　　　　．’ド∫　蹴
　’■㌧1　』　　　　1

曝錨

脳・

羅

欝羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　懸

　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　薙

　　　　　　　

　　　　憩

　灘

鯉

　　　　　　　　　　き　　　　　　　　難
　　　　　　　　難
　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　謹

　　麟

郵癩

懸
、

■
懸

　　　　繊

　　　鱒
　　　㌧灘

鍵
　
　
　
　
　
藝
　
　
　
　
　
　
　
議

羅難
　
　
　
　
臨
嚢

鱒繍鱒縣難灘

　
松
代
城
と
そ
の
周
辺
は
唯
一
公
園

的
整
備
の
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
松
代
の
中
心
で
あ
り
、
公
園

的
利
用
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
し
て
名

所
に
な
る
地
域
で
あ
る
。

　
北
越
北
線
開
通
後
に
は
、
駅
前
か

ら
一
望
で
き
、
訪
れ
た
人
々
に
最
初

に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
景
観
で
あ

り
、
良
い
印
象
を
与
え
る
も
の
が
必

要
で
あ
ろ
う
．

　
町
で
は
県
単
観
光
施
設
整
備
事
業

に
よ
り
、
松
代
城
跡
公
園
整
備
計
画

の
一
環
と
し
て
松
代
城
跡
公
園
キ
ャ

羅

暴
慧

利用料金
　　　　　　　（61年度暫定料金）

申込み・問合せ

T942－15

東頸城郡松代町

　松代町産業課
　　盈（02559）7－2220㈹

施設名 単位 単価 備考
テ
ン
ト

5人用 1張 1，000円

8人用 〃 1，200

テントサイト料 1面 300

マキ（炊事用） 1束 時価
（鰯一）

毛布（寝袋） 1枚 100

ス　　ノ　　コ 1日 50

ン
プ
場
の
整
備
が
8
月
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

◎
施
設
の
概
要

o
炊
事
棟
（
木
造
五
五
・
二
四
㎡
一
棟
）

○
便
所
　
　
（
木
造
一
一
・
五
二
㎡
一
棟
）

o
広
場
造
成
（
二
か
所
一
、
六
六
一
二
㎡
）

o
テ
ン
ト
サ
イ
ド
造
成

　
　
　
　
　
（
三
か
所
一
、
○
八
O
㎡
）

O
管
理
用
道
路
（
二
二
七
m
、
幅
三
m
）

O
園
路
　
（
六
〇
m
、
幅
丁
五
～
三
m
）

o
そ
の
他
（
給
水
、
野
外
、
つ
り
堀

　
池
、
張
芝
工
事
等
が
あ
る
．

◎
総
工
事
費
　
　
一
、
七
五
九
万
円

　
　
（
県
補
助
金
六
〇
〇
万
円
）



ll111”ll””1”II”31”1””llll”Ill”1こうほう・まつだい（7月号）Ill”1”IllllIIII”II“III”II”IlllllIIII”II”III”III”IIII”IIllIII”IIll”IllliIIllIIIllIIIll”Illllll”II”IIIIllIII”II”II“Ill1”IIIII”II”ll”II”1””Il”II””1”II1””1””liI

ヨノ　ノドノ

　・z一べ・威（展望行）

　
　
　
ヘ

　
　
グ

　
な
へ
　
お

薫
、
藝
鐙
π
苅
k
、

髪
う
7
　
、
暮

　
り
　
」

　
　
勲
4

豫
購

、’　　　（　ぐ・

　だ　、、，ノ

　　　
ノ

ノ　　　　　　　　　　ノ　　が　　　ド

　　　イJ 　紹ン・，

ノぢ

・酉へ

麟　　
C
　

ー

　
　
　
　
ロ
ご
　
ド

　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
，
◆
娯

　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
ノ
じ

㌔
－
ノ
μ
ノ
渥

叙
、
、
ノ

冗
／
㌧
め
／

御
霧
、
灘

．
聚
ヵ

ヘ
ド轟簾 講

　　へへ　臥
　　ナ虜夢・「
蟻つ ’業ぐ・一．
慾禽汐ぐ、】レz

、”325一へ

　彫
㌧博

齢

　　ンー一＿▼λ・，風’

へ　（　　　　　　　．繊“『犀
一
一
象 』1訓〆、一（　　T＼b
・　 一　ノ’噛　　　．軽3

’
＿

喰臼

、1．外劉．纏雲’1－鞍．／・r

戸

タ　 る

躍＝一σ　マ
欝

　　　さ　ぞン　　ペヒ　ド2r〆’　》　　＼ト．ノ、ハ　　　ー
’
、
一粂・脱恥　 覧・ン，（｝〆つノ
　バ　　z　・・一　へく・箒・！
，疹誰達≧ンゾ芝ズローブづ

爾
　　．署レ　戸’■ く

　　じ　　　ヤ　　ノドハ

　　デし（・、ゴ1∵・
、一、ヘヘ　ノ　’　　一

　　》一＿⇒N
’
　 1くノー 曳、　　／

肇
働

　　　づ、㌧　〆＼奪、・ノ買

”　　　　　　　＿』レ

　　ぞ雁〉ぜ　 、

　じハ　　　 ハ

』
、
の
　
，

』
ヒ

弐♪二一、、ψ一，　眠〆『

続
、
「￥垂

ノグち。κ

／’
、4　　．

．翼二受

允』噛－

説
，

へ
．
　

知じ一㌧！
監・＝ソ＿．

・’」知　　　　～3

　』，　　　　　　
・」

　灘

幾

0

鑛
謄
講
鋳
・
難
断
都
、
ン

公
．
F
ち

騨
捲
黙

一無代戯二の丸昧

（

　＾　．！p旨ヘンヤv．’－1

　　　くやノしノ
　　ノ　ヒし
疋 皆　驚翁凄
、戸　　銭一≒
　　　、㌧が　

一し

　／ゐ　　戸

　，・、　・へ　 ｝

∂羅ノ’勿’

＾E”ノ

㌧Pへ届｛，一レ　■

薦　一・

＼
￥
　
止

．野　嚇

1騨
：、＼　暫

　＝　く
，づ：吃へ序・

粥戸▼》　ノ

　　だ畏
．』ノ’

』
L
　 』　一　　〇

ノ

z認　β　 一

　ソ　乏＿マ4．盛さ〉≦『－；
・宅・辮峯イ順（
　　一〆　（純　　　 一

　　　　　　謹一
　　プひ一撃　 一

一
一s一義

　自由本場㌧

　　『慧h畿嵯
』1盆．き」　、　・一薫，

t～・・右、矧鎮・）・

ル手．1．1、．聾・餐、撰／
’
ノ

　　4　　
＝』｝

・瓢 λ
／
グ
．

’
一
　
　
　
～

　
藻
一

〔
』

　
へ
ば

　
ト

　
、
、

や ・鍵でーハ4i　i　＼㌧丈．

βf．二　　寸貿ユレ】准び冠〃注L

　　咋広備．
　
　
　
　
　
　
■

　
　
’
！
－

〆
／
〆

　
　
　
　
一
1

レ
ち
ヌ

ぐ
ヶ
修

・
　
　
一

　ン芽

∞　　
憾
、
懸

ノ
も

‘
〕
7
髭一一窮屍　・　1　、’　羅’”・㌧・・／　　 ’

・
／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　影・51＼，“＼臨藩，諺身〆1
・1一Lぐ　ぺ“／＞孤・、．蚕シ彗i－1

一
　
、
一
ら

　
　
　
納
ー
ノ

ト　　
一
一

　
　
　
〆
r

　
　
ノ

　
／
　
　
V
、

　
3
　
　
＼
　
　
“

　
　
　
O

　
セ
’

　
■
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
噂

　
　
．
・
～

轟
麹

　
　
ろ

》
、
／

≒
ソ
”
、
＼



1”III”III”Ill”III”IIIII川II”II”III”IIIllIIIlllこうほう・まつだい（7月号）III”1”Ill””1”III”III”IIllIIIlllIIIIIII”III”IIII”IIIllIII”III“III”IIIllIII”III”IIIIllIIIllII”IIlliIIIIIIIIllIII”IllIIIII“IIIllIIllIII“III411”IIllIIII“II“II

衆院選郡内候補者別得票結果　　 痛il糠1濡蝿1
　　　　　　　　　　　　（届出順、率一％）1参　衆11

　　　　　　　　　　　　　　　　1※讐圭：llll嘗自直：1
　　郡内松代町安塚町浦川原村松之山町大尉寸牧村1・唄我糎我、：

馨1，476，292283。85。2、155。鱗陵鶏

節夫　2，024　384　536　469　36　205　394・II・一・1∴1，・1；・1♂一I
　　　　　　　　　　　　　　　　lllli復咀饗具il

勝彦5’0701’3358627601’089520504111墾叢1

徳光38480225218811311111表！ill釜！
信隆2，65・519636724237246288瀬選lll藤…i
修7，…1，6741一一，一，鵬1，…ll璽舞i

率9・・5691・619・・839・・7989・749・・6489・26◎1馨ll潟

参院選新潟選挙区郡内候補者別得票簾＿1羅

郡内松代町安一・原村松之山町大島・1牧村li議

裕4’02286286’93744544846g　lll果lllli員，ll
　信　191《Rウ7Rn91只父17749∩971只黛91q五nむll：△1：1・ll，・t，1甥鰍※、、

郡　内 松代町 安塚町 浦川原村 松之山町 大島村 牧　村

宮　越　　　馨 1，476 129 228 308 50 211 550

佐　藤　節　夫 2，024 384 536 469 36 205 394

白　川　勝　彦 5，070 1，335 862 760 1，089 520 504

田　中　徳　光 384 80 22 52 188 11 31

筒　井　信　隆 2，650 519 636 724 237 246 288

高　鳥　　　修 7，366 1，674 1，245 870 1，414 1，126 1，037

投　票　率 90．56 91．61 90．83 90．79 89．74 90．64 89．26

　
7
月
6
日
執
行
さ
れ
ま
し
た
、
衆

院
選
、
参
院
選
新
潟
選
挙
区
、
比
例

代
表
区
の
郡
内
の
開
票
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
．

郡　内 松代町 安塚町 浦川原村 松之山町 大島村 牧　村

志　苫　　　裕 4，022 862 861 937 445 448 469

長谷川　　信 12，168 2，736 2，153 1，774 2，027 1，532 1，946

長　田　彫　潮 125 28 12 21 20 17 27

村　田　一　男 752 185 52 100 304 49 62

投　票　率 90．52 91．57 90．80 90．79 89．71 90．56 89．20

〈開票を待つ！総合センター
鞭
灘

◎
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

㏄
鰐
類
γ
－
－
－
名

　
衆
議
院
、
参
議
院
新
潟
県
選
挙
、

　
比
例
代
表
選
、
国
民
審
査
の
有
権

者
も
同
数

◎
無
効
投
票
数

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　
　
　
1
2
8
票
（
3
・
01
％
）

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
4
3
6
票
（
10
・
2
7
％
）

　
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
3
4
8
票
（
8
・
1
9
％
）

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
投
票
率
　
9
0
・
9
0
％

◎
無
効
投
票
数

　
　
　
　
　
2
7
1
票
（
6
・
4
3
％
）
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饗
驚

グ＝1一ス完成

－
、
，
ン

聯

響

泌ヨ崎1

1　　（松代小学校）

義躰

一穎餐
鍵　嚢
躍

〆

縛

灘

護
醐

鶏

灘輸

気一　P1繍難

　康
　強、

驚
　　灘

　　穫

　　曳

　　惣

　　触

　　犠

，
撫

鱒藩

纏
奪
・

　
　
　
撫

　
熱
　
　
灘

ぢ
ぢ

毒
講
螂
嚇

響
唾

　
　
　
　
　
蒙
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

　鑓難
灘繍躍灘藤雛麟鯛灘鰻、．鍵．鵬

　
コ
ー
ス
は
幅
二
m
で
校
舎
を
一
周

す
る
も
の
で
延
長
二
百
五
十
m
、
全

て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
て
い
る
。

　
作
業
は
六
月
三
〇
日
か
ら
始
ま
り
、

草
刈
や
路
面
の
木
陸
整
々
な
ど
後
援

会
と
父
母
の
労
力
奉
仕
で
行
わ
れ
た
。

　
父
母
の
勤
務
す
る
建
設
業
者
か
ら

バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
て
、

路
盤
掘
削
な
ど
を
行
い
七
月
三
日
に

完
成
し
た
。
な
お
材
料
費
は
町
が
負

担
す
る
。

　
四
日
に
は
島
田
教
育
長
を
始
め
、

後
援
会
関
係
者
の
出
席
者
の
も
と
に

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
低
学
年

か
ら
高
学
年
へ
と
走
り
初
め
が
行
わ

れ
た
。

　
元
気
な
か
け
声
、
軽
快
な
ク
ツ
の

音
…
…
…
ス
キ
ー
の
実
力
ア
ッ
プ
に

ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
の
練
習
が
つ
づ
く
。　鱗陣勲

、
襲灘、、・蹴嵩鏑

灘
灘

灘
欝
　
灘

　彦善1
　彰出彰
目彦ノ」西彦

　彦1糞

1麟

婁
彰

彦

　
松
代
町
ひ
ま
わ
り
会
（
会
長
石
沢

セ
イ
）
が
主
催
す
る
第
八
回
目
の
山

菜
を
楽
し
む
会
が
、
去
る
五
月
十
八

日
松
代
の
少
林
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
伊
藤
米
穀
（
東
京
）
の
団
体
を
始

め
、
十
日
町
市
、
上
越
市
、
新
潟
、

長
岡
な
ど
県
内
外
の
参
加
者
と
地
元

を
合
わ
せ
て
二
百
五
十
名
（
町
外
者

80

％
）
の
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

　
会
で
は
収
益
の
中
か
ら
三
万
円
を

町
杜
会
福
祉
協
議
会
に
、
老
人
福
祉

や
心
身
障
害
の
福
祉
活
動
に
と
ご
寄

附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
祉
活
動
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

松
代
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
部
会
開
催
さ
れ
る

　
去
る
七
月
十
五
日
松
代
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
の
二
つ
の
部
会
が
、

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。◎
総
務
環
境
改
善
部
会

　
　
　
　
　
　
　
（
出
席
者
30
名
）

　
テ
ー
マ
・
青
少
年
の
育
成
に
町
民

か
ら
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

◎
健
全
育
成
部
会
（
出
席
者
29
名
）

　
テ
ー
マ
・
子
供
の
育
成
に
は
ど
ん

な
問
題
が
あ
り
、
ど
う
す
る
こ
と
が

最
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

両
分
科
会
総
勢
五
九
名
そ
れ
ぞ
れ

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
の
後
に
記
念
講
演
会
が
あ

り
、
講
師
に
は
上
越
市
よ
り
矢
島
和

子
先
生
を
招
き
、
青
少
年
育
成
に
ふ

さ
わ
し
い
演
題
「
今
な
ら
、
間
に
合

い
ま
す
」
と
題
し
て
一
時
間
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
両
分
科

会
が
一
堂
に
集
り
全
体
会
議
を
開
き
、

両
分
科
会
の
書
記
が
討
議
内
容
を
発

表
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
部

会
に
お
い
て
も
青
少
年
の
豊
か
な
成

長
を
願
う
も
の
で
大
変
実
の
あ
る
有

意
義
な
部
会
の
分
科
会
で
し
た
。
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犀羅羅棚繋踊甥罐雛馨織籍
灘

懇纐翻騨

　　　　無

　綴　　轡

籍

驚

露
』

翼鰭
騒

難

箋

頸
毒

　　覇魏灘
頒

懸
、

簸
鋤
“
購
撒

塾聾　　
灘
　
螺

　灘鑓
、
毯

　　o輪繍、竃馨

毒醐

期

難

・
讐
羅
饗

　
き

－
猛
簿

．
幽
翼

　
懸

　
蒸
し
暑
い
夏
は
、
な
ん
に
も
し
な

く
て
も
汗
が
出
る
の
で
す
か
ら
、
炎

天
下
仕
事
を
し
よ
う
も
の
な
ら
大
変
、

汗
が
流
れ
る
よ
う
に
出
て
き
ま
す
。

汗
を
か
い
た
あ
と
、
ほ
っ
と
ひ
と
息

木
陰
で
風
に
当
た
っ
て
い
る
と
皮
膚

の
表
面
が
乾
い
て
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た

白
い
も
の
が
残
り
、
な
め
て
み
る
と

塩
辛
い
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
体
験
し
て
い
る
で
し
よ
う
。

こ
の
正
体
が
塩
で
あ
る
事
も
ご
存
じ

で
し
ょ
う
。
昔
か
ら
汗
を
か
い
た
ら

塩
分
を
補
給
と
い
う
生
活
の
知
恵
ω

が
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
”
こ
ん
な
に
食
塩
が
体
か
ら
出

て
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
心
が
け

て
食
塩
を
補
給
し
な
く
て
は
”
と
思

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
塩
分
過
剰
と

騒
が
れ
る
昨
今
、
汗
を
か
く
か
ら
と

い
っ
て
、
本
当
に
食
塩
を
補
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
人
が
生
活
す
る
の
に
必
要
な
一
日

の
食
塩
量
は
％
9
と
も
1
9
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で

は
マ
ク
ガ
バ
ン
委
員
会
5
9
、
日
本

で
は
、
公
衆
衛
生
審
議
会
か
ら
1
0
9

以
下
の
線
が
そ
れ
ぞ
れ
勧
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
の
食
生
活

を
調
査
し
た
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る

　
　
　
　
　

と
、
平
均
＆
9
の
食
塩
を
と
っ
て
い

　
　
　
　
　

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
松
代
町

で
は
こ
れ
以
上
の
食
塩
を
と
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
汗
を
大
量
に
か
い
て
汗
と
と

も
に
塩
分
が
出
て
い
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
で
し
よ
う
か
。
群
馬
県
立
前
橋

病
院
院
長
の
渡
辺
孝
さ
ん
は
、
　
「
基

本
的
に
は
、
皮
膚
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

排
泄
臓
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
排
泄
は
腎
臓
で
行
わ
れ
る

の
が
本
来
の
経
路
で
す
。
汗
と
と
も

に
塩
分
が
ど
ん
ど
ん
出
て
行
っ
て
、

体
の
中
で
足
り
な
く
な
る
警
告
が
出

れ
ば
、
腎
臓
の
リ
サ
イ
ク
ル
作
用
が

強
く
働
い
て
再
吸
収
す
る
率
が
高
く

な
り
尿
か
ら
出
て
い
く
分
は
減
少
し

ま
す
。
つ
ま
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し

て
は
、
体
内
に
足
り
な
く
な
ら
な
い

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
で
き
て
い
る

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
体
の
中
に
塩

分
が
な
く
な
る
よ
う
な
事
は
な
い
の

で
す
。
人
間
の
体
は
う
ま
く
で
き
て

い
ま
す
一
と
言
い
ま
す
。

　
“
そ
れ
な
ら
、
い
く
ら
食
塩
を
と

っ
て
も
余
分
は
外
に
出
て
い
く
の
だ

か
ら
い
い
ん
だ
”
と
考
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
処
理
作
業
を
す
る
腎
臓
が
か
わ
い

そ
う
で
す
。
い
っ
た
ん
体
内
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
小
腸
で

99

％
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収
さ
れ
た

ナ
ト
リ
ウ
ム
は
必
要
な
分
だ
け
を
残

し
て
あ
と
は
尿
と
い
っ
し
ょ
に
排
泄

さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
排
泄
さ
れ

る
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
腎
臓
が
大
変
な
負
担
を
課
せ
ら

れ
、
過
剰
労
働
に
な
っ
て
故
障
を
起

こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
多
く
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

圧
が
上
昇
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
ひ
い
て
は
成
人
病

を
誘
発
す
る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
日
に
ど
れ
く
ら
い
の
汗
を
か
き

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
食
塩

が
体
外
に
出
て
い
く
の
で
し
よ
う
か
。

今
日
は
汗
ば
む
な
と
い
う
気
候
で
、

ご
く
普
通
の
生
活
（
軽
い
労
働
）
を

し
て
い
て
約
2
リ
ッ
ト
ル
、
か
な
り

汗
を
か
い
た
か
な
と
感
じ
て
も
5
リ

ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
　
一

日
2
リ
ッ
ト
ル
の
汗
を
か
く
と
す
れ

ば
、
発
汗
で
一
日
6
9
の
食
塩
が
体

外
に
出
て
い
く
計
算
に
な
り
ま
す
。

普
通
の
生
活
を
し
て
い
て
汗
を
か
く

こ
と
に
よ
っ
て
出
て
い
く
食
塩
の
量

は
私
達
が
毎
日
食
べ
て
い
る
、
平
均

　
　
量
且
9
に
は
ほ
ど
遠
い
数
値
で
す
。

た
と
え
一
日
5
リ
ッ
ト
ル
の
汗
を
か

い
た
と
し
て
も
汗
や
尿
の
塩
分
濃
度

を
低
く
し
て
出
て
い
く
食
塩
の
量
を

調
節
し
て
い
ま
す
か
ら
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
．

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と

人
間
の
体
の
中
に
は
食
塩
が
な
く
な

ら
な
い
様
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
で
き
て

い
る
の
で
、
普
通
の
食
事
を
食
べ
て

ご
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
健

康
人
な
ら
、
汗
を
か
い
た
か
ら
と
言

っ
て
塩
分
補
給
を
考
え
る
必
要
は
な

く
、
む
し
ろ
汗
で
失
な
わ
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
（
牛
乳
や
野
菜
、

果
物
）
の
補
給
の
心
配
が
必
要
。
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が
ん
ミ
ニ
知
識

　
　
　
　
　
　
　
が
ん

　
検
診
の
実
際
の
方
法
は
、
一
次
検

診
と
二
次
検
診
に
分
か
れ
ま
す
。
　
一

次
検
診
と
は
、
皆
さ
ん
の
症
状
を
詳

細
に
調
べ
る
問
診
表
を
参
考
に
、
異

常
が
あ
り
、
精
密
検
査
の
必
要
な
人

を
拾
い
あ
げ
る
検
査
で
す
。

　
二
次
検
査
と
は
、
一
次
検
査
で
拾

い
あ
げ
ら
れ
た
異
常
な
所
見
を
、
精

密
に
検
査
し
、
が
ん
の
有
無
を
決
め

る
精
密
検
査
の
こ
と
で
す
。

　
さ
て
精
密
検
査
の
結
果
で
、
異
常

の
な
い
人
は
、
一
年
後
の
定
期
検
査

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
が
ん
は
な
い
が
、
や
や
、
異

常
が
あ
り
、
数
ヶ
月
後
、
も
う
一
度

⑤検
診　　
　
　
の
実
際

精
密
検
査
を
必
要
と
す
る
人
は
、
経

過
検
査
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
6
0
年
に
行
っ
た
胃

検
診
で
、
受
診
者
7
9
7
人
中
要
精

検
の
人
は
、
1
7
3
人
と
2
2
％
に
あ

た
り
ま
す
。
61
年
は
9
9
2
人
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
2
2
0

人
位
の
人
が
要
精
検
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、
無
症
状
の
か
く
れ

ま
ず
、
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
お
話

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
次
の
精
密

検
査
、
経
過
検
査
を
き
ち
ん
と
受
け

る
事
が
必
要
で
す
。

た
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談
の
ご
案
内

　
聴
覚
障
害
者
の
巡
回
相
談
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
有
無
に
関
係
な
く
、
多
数
こ
の

機
会
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

1
、
日
時
　
7
月
2
9
日
（
火
曜
日
）

　
午
前
1
0
時
～
n
時
3
0
分

2
、
場
所
　
松
代
町
役
場

3
、
相
談
内
容

　
ω
聴
力
相
談
一
般

　
回
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
、
整
備
、

　
補
聴
器
の
正
し
い
扱
い
方
、
聴
力

　
検
査

※
な
お
、
補
聴
器
業
者
が
相
談
に
応

じ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
身
体
障
害

者
手
帳
交
付
該
否
判
定
は
で
き
ま
せ

ん
し
、
補
聴
器
の
処
方
意
見
書
は
書

け
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
7
月
2
8
日
ま
で
に
役

場
福
祉
係
ま
で
、
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

有
意
義
な
過
ご
し
方
を

　
　
　
　
　
　
親
子
で
考
え
よ
う

7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間

　
家
族
旅
行
や
体
験
学
習
、
そ
し
て

地
域
で
の
奉
仕
活
動
　
　
夏
休
み
は
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
得
難
い
経
験

の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
半
面
、
気
を

つ
け
た
い
の
が
こ
の
時
期
の
過
ご
し

方
で
す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
気
が
緩

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き

み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に
そ
れ
や

す
い
か
ら
で
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
子
供

た
ち
が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、

一
段
と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
二
学
期

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
非
行
を
寄
せ

つ
け
な
い
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
親

子
で
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

家
族
で
守
る
生
活
の
リ
ズ
ム

　
暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
。
ハ

タ
ー
ン
が
”
夜
型
”
に
な
り
が
ち
で

す
。
一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て

し
ま
う
と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り

に
く
い
も
の
。
二
学
期
が
始
ま
っ
て

も
、
夜
ふ
か
し
や
遊
び
ぐ
せ
が
抜
け

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
自
由
な
時
間
を
の
ん
び
り
過
ご
す

の
も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で

す
が
、
少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム

だ
け
は
崩
さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員

が
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

家
族
の
一
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
割
を

　
欲
し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
恵

ま
れ
た
社
会
環
境
の
中
で
、
わ
が
ま

ま
い
っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
供
た

ち
　
　
。
彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る

も
の
は
、
自
立
心
と
忍
耐
力
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
を
契
機
に
、
親
は
子
供
へ

の
甘
や
か
し
や
無
関
心
を
排
除
し
、

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を

持
た
せ
た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
子

供
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

覚
と
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
計
画
を

　
　
　
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う

　
無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え

る
と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
何
と

な
く
過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強

し
た
り
、
本
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
読
む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を

立
て
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
親
は
子
供
の
自
主
性
や

意
見
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
な
が
ら
、

応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
夏
休
み
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や

家
族
旅
行
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
う

機
会
が
多
い
も
の
で
す
。
夏
休
み
な

ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を
通
し

て
、
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
育
て
た

い
も
の
で
す
。

　
親
子
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
っ

た
気
持
ち
が
子
供
の
心
に
芽
生
え
、

そ
れ
が
非
行
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
抑
止
力
に
な
る
の
で
す
。
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qD
　
基
礎
的
条
件
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
き

3
雪
克
服
体
制
の
確
立

　
雪
は
交
通
を
停
滞
さ
せ
、
産
業
・

経
済
・
文
化
活
動
を
は
じ
め
、
地
域

の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な

阻
害
要
因
で
あ
り
、
過
疎
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。
町
は
こ
の
雪
を
克
服

す
る
体
制
を
一
段
と
強
化
す
る
た
め
、

融
雪
施
設
や
防
雪
棚
な
ど
の
対
策
事

’

業
を
講
じ
、
雪
に
強
い
道
路
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
ま
た
除
雪
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
除
雪
機
械
の
整
備
充

実
を
図
り
、
無
雪
道
路
を
全
町
に
亘

り
実
現
す
る
。
更
に
住
宅
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
構
造
を
高
床
式
、
自

然
落
下
式
、
融
水
・
融
雪
施
設
付
改

良
住
宅
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
条
例

や
融
資
、
補
助
事
業
等
の
制
度
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
現
在
、
進
め
て
い
る
松
代
町
防
雪

黙

▼小型除雪機械▲家屋周辺の雪処理

体
制
整
備
事
業
や
計
画
中
の
特
別
豪

雪
地
帯
集
落
防
雪
体
制
整
備
事
業
・

克
雪
生
活
圏
整
備
事
業
な
ど
、
国
県

補
助
事
業
の
制
度
を
積
極
的
に
導
入

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て

長
い
根
雪
期
間
の
特
殊
性
を
活
か
し

て
、
都
市
や
雪
の
な
い
地
方
の
人
々

と
交
流
を
深
め
る
た
め
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
等
の
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
．

㈱
鞭

2
響
瓢

　
　
鑛
・
鰍
難
饗

．
灘
騰
繋

4
防
災
体
制
の
確
立

　
人
命
、
財
産
を
保
護
し
、
生
活
の

安
定
を
図
る
た
め
、
地
す
べ
り
防
止
、

雪
害
防
止
、
治
山
、
河
川
改
修
等
の

事
業
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
災
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に

対
処
し
て
被
害
を
最
小
限
度
に
く
い

止
め
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、

松
代
町
地
域
防
災
計
画
の
運
用
を
適

　
　
　
　
　
　
　
　
9
ぺ
ー
ジ
ヘ
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8
ペ
ー
ジ
よ
り

切
に
図
り
、
防
災
体
制
の
確
立
に
一

層
努
め
、
民
生
安
定
化
に
貢
献
す
る

も
の
と
す
る
。

5
情
報
通
信
網
の
整
備

　
2
1
世
紀
の
通
信
情
報
は
、
産
業
・

経
済
の
高
度
志
向
が
急
速
に
高
ま
っ

て
い
く
中
で
、
住
民
の
情
報
化
の
二

ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多
様
化
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
等
の
活
用
で
、

国
内
外
の
情
報
は
更
に
一
層
高
度
な

情
報
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
の
情
報
で
は
、
特
に
災
害
等
の

未
然
防
止
、
災
害
救
助
等
に
備
え
る

た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
が
急

が
れ
て
い
る
．

　
こ
れ
か
ら
住
民
に
的
確
な
情
報
を

提
供
で
き
る
通
信
施
設
の
整
備
の
実

現
に
努
め
て
い
く
も
の
と
す
る
。

ω
産
業
の
振
興

1
農
業

　
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
、
農

村
の
労
働
力
を
他
産
業
が
吸
収
し
た

結
果
、
過
密
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
松
代
町
の
農
業
に
あ
っ
て
は
、
山

間
豪
雪
の
劣
悪
な
生
産
基
盤
、
天
水

田
か
ら
く
る
農
業
生
産
水
準
の
低
さ

等
か
ら
、
土
地
の
資
産
保
有
傾
向
が

強
く
規
模
拡
大
が
進
ま
ず
、
所
得
を

他
産
業
に
求
め
て
兼
業
化
が
進
み
、

農
業
経
営
の
体
質
強
化
が
大
き
く
立

ち
遅
れ
た
．

　
将
来
の
農
業
経
営
は
、
自
立
経
営

志
向
農
家
と
安
定
兼
業
志
向
農
家
に

分
か
れ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
経
営
の
安

定
と
生
産
の
増
強
を
は
か
る
。

　
ま
ず
、
自
立
経
営
志
向
農
家
に
つ

い
て
は
、
離
村
農
家
の
農
地
や
規
模

縮
少
志
向
農
家
の
農
地
を
、
農
用
地

利
用
増
進
事
業
等
に
よ
り
権
利
移
動

を
行
っ
た
り
畑
地
造
成
等
を
行
い
な

が
ら
規
模
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
機
械

利
用
組
織
を
育
成
し
、
生
産
性
を
高

め
、
複
合
経
営
に
誘
導
し
、
目
標
年

次
の
所
得
目
標
を
、
四
五
〇
万
～
五

〇
〇
万
円
に
す
る
。
ま
た
、
安
定
兼

業
志
向
農
家
に
つ
い
て
は
、
稲
作
単

一
経
営
に
限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
農
協
等
の
機
械
銀
行
的
シ
ス
テ圃場整備された室野地区

ム
の
整
備
や
作
業
委
託
等
に
よ
り
生

産
性
の
安
定
と
機
械
化
貧
乏
の
解
消

を
図
る
。

　
ま
た
、
観
光
農
園
や
ふ
る
さ
と
の

特
産
品
の
直
売
な
ど
の
促
進
に
よ
り

余
剰
労
働
力
の
解
消
を
図
る
。

　
生
産
基
盤
の
未
整
備
が
農
業
の
発

展
を
阻
ん
で
い
る
の
で
、
水
田
に
つ

い
て
は
小
・
中
型
機
械
化
一
貫
作
業

が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
基
盤
整
備

を
進
め
る
。
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

山
間
地
の
自
然
的
条
件
を
踏
ま
え
て

一
区
間
1
0
a
を
目
標
に
整
備
す
る
。

ま
た
、
地
形
上
区
間
整
理
の
不
可
能

な
地
域
に
つ
い
て
は
、
農
道
（
舗
装
）
、

用
排
水
路
、
溜
池
等
の
整
備
を
進
め

る
。
　
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
に

は
、
多
額
な
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
、
国
・
県
事
業
を
積
極
的
導
入

す
る
と
共
に
、
国
・
県
事
業
の
導
入

の
困
難
な
地
区
に
お
い
て
は
、
町
単

補
助
事
業
に
よ
り
、
農
家
の
負
担
の

軽
減
に
努
め
る
．

2
林
業

　
森
林
は
総
面
積
の
5
6
％
を
占
め
て

お
り
、
こ
の
活
用
を
図
る
に
は
造
林

の
推
進
、
林
道
網
の
整
備
、
特
殊
林

産
物
生
産
及
び
森
林
資
源
の
健
全
な

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
（
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
コ
ー
ス
・
冬
期
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
・
探
鳥
コ
L
ス
）
と
し

て
活
用
す
る
な
ど
総
合
的
利
用
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
造
林
に
つ
い
て
は
森
林
面
積
の
2
6

％
ぐ
ら
い
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
人

工
造
林
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
大
規

模
箇
所
に
つ
い
て
は
町
行
政
林
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
能
率
的
・
効
率

的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た

人
工
造
林
の
た
め
に
伐
採
し
た
雑
木

は
、
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
シ
メ
ジ

等
特
殊
林
産
物
の
ホ
ダ
木
と
し
て
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら

の
栽
培
加
工
、
販
路
等
に
つ
い
て
も

検
討
を
加
え
所
得
の
増
加
を
は
か
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）
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難
嚇

匙

織
簸
集

翼
、
ノ

櫛
　　　　　誉
．癖懸蔭

ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
講
　
ノ

　　　　　　．箏聯

津　．皇、驚
ノノ　・蕩．

整

　
蒲
生
部
落
は
、
寛
永
年
代
の
古
文

書
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
さ

だ
か
で
は
な
い
が
、
今
か
ら
四
百
年

位
前
に
先
人
達
が
安
住
の
地
を
求
め

て
根
を
お
ろ
し
、
変
遷
を
重
ね
今
に

続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
言
い
伝
え
に
よ
る
昔
か
ら
の
、
三

国
街
道
へ
続
く
道
も
影
を
お
と
し
新

交
通
体
系
の
中
で
、
国
道
二
五
三
号

線
と
国
道
三
五
三
号
線
（
未
完
成
）

が
点
形
的
に
交
差
し
分
岐
す
る
道
路

網
を
な
し
て
い
る
。
上
越
市
へ
車
で

四
十
分
、
十
日
町
市
へ
二
十
五
分
、

東
京
へ
四
時
間
足
ら
ず
と
い
う
所
に

点
在
し
て
い
る
集
落
が
蒲
生
で
あ
る
。

　
隣
接
部
落
は
、
名
平
、
寺
田
、
儀

明
、
田
之
倉
、
池
尻
、
室
野
と
六
つ

の
部
落
で
あ
る
。
隣
接
道
路
は
、
完

全
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、
室
野
間
が

一
部
残
っ
て
い
る
。
現
在
工
事
が
進

行
中
で
あ
る
．

　
蒲
生
部
落
の
標
高
は
三
百
米
位
に

あ
り
、
小
学
校
は
一
番
高
い
三
百
六

十
米
に
位
置
し
て
い
る
。
五
十
年
程

前
に
現
在
地
に
、
移
築
さ
れ
地
域
の

文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
大
き
く
息
づ
い
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
頃
は
三
百
名
余
の
児
童

擬鵜灘
、
鼎

蹴
　
　
　
鰻

　
　
　
謎

、
織
難

撮影昭和60年5月

生
徒
が
学
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
蒲

生
と
名
平
の
児
童
が
二
十
有
余
名
で

学
ん
で
い
る
．

　
過
疎
の
影
響
で
昭
和
四
十
二
年
に

蒲
生
と
小
池
が
行
政
合
併
し
た
が
、

現
在
の
部
落
世
帯
数
は
、
最
盛
期
の

三
分
の
二
に
減
少
し
、
人
口
も
三
分

の
一
以
下
の
三
百
十
人
余
り
と
な
っ

た
。　
大
半
は
兼
業
農
家
で
あ
る
、
非
農

家
は
五
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

　
部
落
に
は
神
社
、
仏
閣
を
始
め
と

し
医
院
、
公
共
的
な
建
造
物
は
、
小

学
校
、
保
育
所
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、

農
協
支
所
、
消
防
舎
、
集
会
所
、
町

民
プ
ー
ル
、
駐
車
場
等
で
あ
り
、
又

小
企
業
商
店
、
理
美
容
所
等
が
あ
り

生
活
面
に
お
い
て
は
至
極
便
利
な
所

で
あ
る
。

　
近
く
の
山
平
中
学
校
跡
地
に
は
、

早
稲
田
大
学
の
校
外
施
設
が
整
理
さ

れ
、
そ
こ
に
高
い
文
化
が
息
づ
い
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
処
で
あ
る
。

　
私
共
は
こ
の
施
設
を
、
地
域
の
文

化
資
産
と
し
て
、
大
切
に
し
か
か
わ

り
を
も
ち
「
ふ
れ
あ
い
」
を
深
め
た

い
と
念
じ
て
お
る
処
で
あ
る
。

　
歴
史
的
な
古
文
書
等
は
松
代
町
誌

で
一
部
紹
介
さ
れ
る
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
は
ぶ
き
ま
す
。
他
に
蒲

生
城
跡
が
あ
る
。
海
抜
三
百
六
十
米

に
位
置
し
、
蒲
生
か
ら
東
北
へ
約
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、
松
代
中
心
地
か

ら
お
よ
そ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
　
1
ー
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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1
0
ぺ
置
ジ
よ
り

に
あ
る
。
今
で
も
近
辺
の
横
穴
に
名

残
り
の
、
石
器
等
が
あ
る
や
に
き
い

て
い
る
。

　
蒲
生
ヶ
池
の
話
も
有
名
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
の

時
お
り
紙
上
に
掲
り
ま
す
が
、
今
で

は
圃
場
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
田
園
に

変
わ
り
、
地
域
経
済
の
一
端
を
支
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
旧
小
池
地
内
に
土
婦
池
と
い
う
大

き
な
農
業
用
水
池
が
あ
る
。

　
土
婦
水
利
組
合
で
管
理
し
て
い
る

が
水
面
一
町
歩
余
り
で
、
水
深
は
七
、

八
米
位
あ
る
。
有
事
に
は
、
防
火
用

水
に
早
変
出
来
る
。
中
に
は
身
丈
一

嫡

米
余
り
の
鯉
が
時
折
り
群
を
な
し
て

お
よ
い
で
い
る
の
が
見
か
け
ら
れ
る
。

以
前
に
何
回
か
、
枯
水
時
に
村
中
で

一
米
余
り
の
鯉
を
何
尾
か
、
捕
獲
し

て
区
長
宅
と
水
利
組
合
長
宅
で
舌
つ

づ
み
を
打
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
文
化
的
な
も
の
を
掲
げ
る
と
、
地

域
の
唯
一
の
機
関
紙
と
し
て
、
月
刊

か
も
う
が
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
。

小
学
校
長
が
発
行
人
と
し
て
学
校

通
信
を
は
じ
め
と
し
、
学
区
民
か
ら

の
寄
稿
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
今
年

で
四
年
目
に
な
る
が
、
誰
で
も
気
楽

に
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

働
撚灘

畿

　鞭麟
儲薙縫

　
　欝難

地
域
の
情
報
機
関
と

し
て
、
期
待
さ
れ
て

い
る
。

●
最
近
の
年
間
行
事

元
　
旦
　
　
　
合
同

　
年
始
会

一
月
＋
五
日
　
才
の

　
神
ど
ん
ど
焼
き

正
月
相
撲
　
　
千
秋

　
楽
横
綱
力
飴
播
き

二
月
末
頃
　
　
学
区

　
民
ス
キ
ー
大
会

三
月
始
め
　
　
雪
の

　
芸
術
祭

（
地
域
づ
く
り
か
ら
）

三
月
十
五
日
　
浬
繋

　
会
だ
ん
ご
ま
き

四
月
十
七
日
　
松
苧

神
社
春
の
祭
典

六
月
第
三
日
曜
ソ
フ

犠

　
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
地
域
づ
く
り
か
ら
）

八
月
論
斑
三
－
間

八
月
三
十
一
日
秋
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会

九
月
一
日
　
　
松
苧
神
社
祭
典

　
〃
　
　
　
学
区
民
大
運
動
会

十
月
末
頃
　
　
小
学
校
文
化
祭
参
加

●
単
独
会
活
動

高
齢
者
会
　
　
　
　
　
区
助
成

　
御
詠
歌
の
会

婦
人
会
料
理
教
室

野
球
ク
ラ
ブ

蒲
生
句
会

蒲
生
子
供
会
育
成
会
　
区
助
成

消
防
部

念
仏
講

庚
申
講

な
ど
で
あ
る
。

●
蒲
生
の
人
口
構
成

＋
九
才
以
下

二
＋
才
代

三
＋
才
代

四
＋
才
代

五
＋
才
代

六
＋
才
代

七
＋
才
以
上

区
勤
労

一
七
％

　
二
％
非
農
業
者

　
九
％
非
農
業
者

　
九
％
半
数
非
農
業

二
六
％

一
六
％

二
一
％

（
六
月
三
十
日
現
在
）

　
右
の
人
口
構
成
か
ら
分
析
し
て
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
時
、
地
域

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
終
止
符

ど　ぶいけ

土婦池　水面1ha余り、水深7～8m

が
打
た
れ
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。

又
、
ひ
と
足
先
に
出
稼
ぎ
も
影
を
お

と
す
の
は
必
至
で
あ
る
。

　
現
在
の
若
者
は
農
業
を
選
ば
な
い
。

無
理
に
農
業
を
す
す
め
ら
れ
な
い
。

農
業
後
継
者
が
育
ち
に
く
い
。

　
二
十
一
世
紀
の
農
業
人
口
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
地
域
経
済
は
、

誰
に
ゆ
だ
ね
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
る

処
で
あ
る
。

　
今
こ
そ
発
想
の
大
転
換
を
図
っ
て
、

農
業
に
変
わ
る
産
業
基
盤
の
確
立
を

望
み
た
い
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
い
、

若
い
苗
木
を
地
域
に
植
え
育
て
た
い
。

こ
の
よ
う
に
思
考
し
、
紹
介
を
終
η

た
い
。
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繕

冨、

糊

灘購
彗

醸

轍
騰

繭
欄㎜

鞭
』欄
．
、

．
灘
、

　
き
■
灘苺籍灘

灘
灘覇附醗

酬
鋤
　
驚

完成問近いテニスコート

，
難
鰍

”
講毒

10月末早稲田セミナ

ド
軸
襲
、
灘
懇欝

　
撫
幾
・
　
、

　
鼎

　　　・
営

濠轡

鰯磁輔

．
麟

　　　　　灘　　　　黙
　　麟
　
　
　
社

鰻
．
．
蟻
鐵
神

　
購
郵

一
・
蒙
　
ニ

　
ヤ
　
　
メ

　
譲
、
＋

ノ
ジ
　
ノ

　
認
撚
▲

　
鱗
繊
懸

蒲生城山〉
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蔦
　
壁
幽

欝
灘
懸
叢
磯
難
灘
難
灘
鑛
灘
麟
難
難

木
村

宏
之

響

　
　
　
　
（
新
発
田
市
出
身
）

　
「
木
村
さ
ん
で
す
ね
。
松
代
病
院

に
決
ま
り
ま
し
た
一

　
新
採
用
職
員
研
修
で
四
月
九
日
の

内
示
で
こ
う
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
さ
て
松
代
と
い
う
と
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
も
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
。
地
図
で
調
べ
て
よ
う

や
く
そ
の
位
置
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
さ
ぞ
雪
の
多
い
所
だ
ろ
う
な
あ
）

と
思
い
な
が
ら
も
、
初
め
て
の
土
地

で
す
か
ら
早
く
行
っ
て
み
た
い
と
い

う
気
持
で
し
た
。
四
月
一
六
日
、
柿

崎
経
由
で
こ
こ
に
や
っ
て
き
て
ま
ず
、

雪
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
四
月
の

中
旬
に
こ
ん
な
雪
が
あ
る
な
ん
て
、

い
や
は
や
す
ご
い
所
に
来
た
も
の
だ

な
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
へ
来
て
早
三
ヶ
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
鮮
か
な
ブ
ナ

の
新
緑
、
朝
起
き
る
と
聞
こ
え
る
ウ

グ
イ
ス
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

な
ど
様
々
な
野
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど

本
当
に
自
然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
土
砂
崩
れ
の
多
さ
に
も
驚
か

さ
れ
ま
す
。
地
元
に
い
た
時
は
ニ
ュ

ー
ス
で
聞
く
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
ち
ら
に
来
て
身
近
な
こ
と
と

し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　
病
院
で
の
仕
事
に
も
少
し
ず
つ
慣

れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

　
野
鳥
の
さ
え
ず
り

　
…
…
自
然
を
肌
で

　
感
じ
ま
す
。

覚
え
る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
て
、
頑

張
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

仕
事
を
終
え
た
あ
と
は
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
野
球
な
ど
を
や
っ
て
お
り
、

な
か
な
か
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
る
現
在
で
す
．

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
、
一
日
も
早
く
仕
事
を

覚
え
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
薬
の
こ
と
な
ど

窓
口
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

佐
藤

麗
子

　
　
　
　
（
柏
崎
市
出
身
）

　
「
松
代
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」

　
私
が
松
代
に
来
て
早
三
ヶ
月
。
あ

ま
り
の
自
然
の
豊
か
さ
に
、
伸
び
伸

び
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
松
代
の
印
象
と
い
え
ば
、
ま
ず
雪
。

そ
し
て
人
の
情
の
深
さ
で
す
。
雪
の

こ
と
を
思
え
ば
ま
た
心
が
暗
く
な
る

の
で
、
こ
れ
以
上
追
求
し
ま
せ
ん
が

人
の
情
の
深
さ
は
松
代
に
来
た
初
日

か
ら
職
場
で
、
さ
ら
に
地
域
の
人
か

　
…
…
そ
し
て
人
の

情
の
深
さ
で
す
。

ら
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
内
向
的
な
私
が
こ
ん
な
に
も

明
る
く
生
活
出
来
る
の
は
、
皆
さ
ん

の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
私
の
自
己
紹
介
を
し

ま
す
。
私
は
昔
、
自
閉
で
は
な
い
か

と
思
う
程
内
気
で
お
し
ゃ
べ
り
の
出

来
な
い
子
供
で
し
た
が
、
唯
一
の
す

く
い
は
わ
ず
か
に
好
奇
心
が
あ
る
こ

と
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
一
人
で
知
ら

な
い
所
へ
歩
い
て
い
く
こ
と
が
大
好

き
で
し
た
。
お
か
げ
で
何
回
迷
子
に

な
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
。
松

代
町
は
そ
の
点
で
奥
が
深
く
て
と
て

も
興
味
の
あ
る
町
で
す
。
私
の
こ
こ

で
の
抱
負
は
、
こ
こ
に
い
る
間
に
松

代
の
い
ろ
ん
な
部
落
を
回
っ
て
み
た

い
こ
と
で
す
。
今
度
皆
さ
ん
の
お
宅

に
寄
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
病
室
の
窓
か
ら
見
え
る
城
山
の
緑

が
大
変
き
れ
い
で
毎
日
み
と
れ
て
い

ま
す
。
秋
の
紅
葉
を
楽
し
み
に
今
し

ば
ら
く
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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6
月
2
9
日
第
n
回
親
善
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で
参
加
9
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
続
き

ま
し
た
。

　
昨
年
に
つ
づ
き
松
代
青
年
会
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第第第第準優
六五四三優
位位位位勝勝
参
加
チ
ー
ム
数

松
代
青
年
会

松
代
分
遣
所

吉
沢
光
学

松
代
O
B

室
野
青
年
会

伊
沢
ス
ラ
ン
プ

　
　
　
　
9
チ
ー
ム
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翔
翻
鍵
幾
調
幽
翻
幽
幽
幽
幽

　
今
回
は
、
気
象
、
気
候
担
当
の
万

羽
先
生
の
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
雪
の
結
晶
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
牧

之
の
写
生
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
い
で

い
ま
し
た
の
に
、
先
生
は
専
門
の
学

問
の
立
場
か
ら
私
た
ち
に
有
意
義
な

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
大
人
の
方
々
で
こ
の
文
章
を
お
読

み
に
な
っ
た
人
は
、
次
に
、
ぜ
ひ
、

中
学
生
、
高
校
生
、
若
い
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
も
読
む
こ
と
を
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　
　
　
関
　
谷
　
哲
　
郎

　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
わ
が
郷
土
は
、
昔
か
ら
雪
を
離
れ

て
は
語
れ
な
い
土
地
で
あ
り
ま
す
が
、

郷
土
史
の
中
で
触
れ
る
こ
と
の
な
い

雪
の
誕
生
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
雪
中
生
活
の
苦
し
さ

を
呪
い
な
が
ら
も
、
雪
解
け
が
始
ま

る
と
何
も
か
も
忘
れ
て
、
わ
が
世
の

春
を
謳
歌
し
、
時
に
は
豪
雪
の
自
慢

話
に
花
も
咲
か
せ
ま
す
。
夏
に
な
っ

た
今
頃
に
雪
の
話
は
全
く
違
和
感
が

無
く
も
な
い
が
、
雪
中
生
活
を
あ
ま

り
連
想
し
な
い
話
と
し
て
述
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
雪
の
結
晶
は
花
の
よ
う
に
美
し
く

そ
の
六
方
対
称
に
気
付
い
た
の
は
遠

い
昔
の
こ
と
で
、
紀
元
前
一
五
〇
年

頃
と
云
わ
れ
ま
す
。
中
国
燕
の
人
韓

嬰
は
「
韓
詩
外
伝
」
に
（
凡
草
木
花

多
五
出
、
雪
花
独
六
出
）
と
あ
る
そ

う
で
す
。
　
一
六
一
一
年
天
文
学
者
ケ

プ
ラ
ー
は
「
新
年
の
贈
物
－
六
角
の

雪
」
を
出
版
し
、
　
（
雪
は
な
ぜ
六
角

か
？
な
ぜ
他
の
数
で
な
く
、
六
な
の

か
？
）
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
頃
か
ら
顕
微
鏡
が
使
わ
れ

始
め
、
数
々
の
精
密
な
ス
ケ
ッ
チ
が

発
表
さ
れ
た
が
、
近
世
ま
で
ケ
プ
ラ

ー
の
疑
問
は
解
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
英
気
象
学
者
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
は
一

八
五
五
年
（
安
政
二
年
）
一
五
〇
個

の
ス
ケ
ッ
チ
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
頃
日
本
で
は
土
井
利
位
（
と
し

つ
ら
）
が
非
常
に
精
密
な
結
晶
を
ス

ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
利
位
は
下
総
古

河
の
城
主
、
大
坂
城
代
在
任
中
の
天

保
八
年
二
八
三
七
）
に
は
大
塩
平

八
郎
の
乱
の
平
定
に
功
あ
り
、
京
都

所
司
代
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
失
敗
に
よ

る
失
脚
の
後
老
中
首
席
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
坂
京
都
時
代
の
五
八
種
の

雪
の
ス
ケ
ッ
チ
を
加
え
て
三
十
年
間

に
及
ぶ
観
察
を
二
冊
の
「
雪
華
図
説
」

と
し
て
刊
行
し
た
の
が
天
保
十
一
年

で
あ
り
ま
す
。
北
大
中
谷
教
授
は
「
結

晶
の
特
質
を
と
ら
え
て
い
る
点
で
は
、

グ
レ
ー
シ
ャ
ー
に
比
べ
て
利
位
が
優

れ
て
い
る
」
と
批
評
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
牧
之
は
有
名
な
「
北
越
雪
譜
」

の
中
に
利
位
の
ス
ケ
ッ
チ
を
取
り
入

れ
て
、
　
「
下
の
図
は
許
鹿
君
（
土
井

　
　
　
　
　
　
　

利
位
）
の
高
撰
雪
花
図
説
に
在
る
所
、

雪
花
五
五
品
の
内
を
謄
写
す
」
と
述

べ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
ケ
ッ
チ
時
代
が
続
い
た
後
、
明

治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
頃
に
な
る

と
顕
微
鏡
写
真
技
術
、
印
刷
技
術
の

発
達
に
よ
り
素
晴
し
い
結
晶
の
写
真

が
紹
介
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
中
で
も

ベ
ン
ト
レ
ー
は
一
九
三
一
年
（
昭
和

六
年
）
に
二
千
三
百
枚
の
写
真
を
発

表
し
ま
し
た
。
中
谷
教
授
は
こ
の
写

真
に
刺
激
さ
れ
、
雪
の
結
晶
の
解
明

に
志
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
初

め
は
十
勝
岳
の
中
腹
（
一
〇
三
〇
米
）

で
顕
微
鏡
写
真
の
撮
影
を
続
け
ま
し

た
が
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）

に
低
温
実
験
室
が
完
成
す
る
と
、
雪

の
結
晶
を
創
る
方
向
へ
と
転
向
し
ま

し
た
。
そ
し
て
低
温
実
験
室
完
成
直

後
に
世
界
で
初
め
て
人
工
雪
を
つ
く

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
以
後
研

究
を
重
ね
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四

二
）
に
は
一
応
の
研
究
は
終
り
、
「
雪

の
研
究
」
と
題
し
て
出
版
準
備
中
戦

災
の
た
め
折
角
の
版
が
焼
失
す
る
と

い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
第
二
次
大
戦
終
戦
後
の
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
漸
く
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　
米
で
は
シ
エ
ー
フ
ァ
ー
を
中
心
と

す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
大
戦
直
後
か

ら
人
工
降
雨
の
立
場
か
ら
始
め
、
一

九
五
〇
年
に
か
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
が
、
中
谷
教
授
の
研
究
は
そ

れ
以
前
に
完
結
し
て
い
ま
し
た
。

　
雪
の
誕
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
富

士
山
よ
り
も
千
米
も
高
い
上
空
に
、

冬
に
は
〇
三
〇
度
以
下
の
層
が
で
き
、

こ
こ
に
充
分
な
水
蒸
気
が
吹
き
込
ま

れ
る
と
、
そ
こ
に
禰
漫
す
る
塵
埃
微

粒
子
を
結
晶
核
と
し
て
目
に
見
え
な

い
位
の
氷
晶
が
出
来
ま
す
。
そ
の
下

層
に
過
冷
却
の
雲
が
あ
る
と
そ
こ
へ

氷
晶
が
落
下
す
る
間
に
成
長
し
て
雪

片
と
な
り
、
地
上
に
降
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
と
き
上
層
の
気
象
条

件
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
の
雪
が
降
る
の

で
、
中
谷
教
授
は
「
雪
は
天
か
ら
送

ら
れ
る
手
紙
で
あ
る
。
」
と
有
名
な

言
葉
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
大
気
中
の
微
粒
子
を
観
測
す

る
機
会
に
二
回
恵
ま
れ
ま
し
た
。
　
一

回
は
戦
時
中
で
、
九
州
で
の
黄
砂
の

上
空
を
飛
行
し
ま
し
た
。
黄
砂
は
、

冬
に
な
る
と
黄
江
流
域
地
方
の
細
末

黄
土
が
季
節
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
て

本
土
に
来
襲
す
る
現
象
で
す
。
悪
視

界
に
阻
ま
れ
て
時
々
飛
行
不
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
日
は
特
に
猛
烈
で
、

四
日
目
に
し
て
漸
く
搭
乗
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
高
度
四
千
米
ま
で
は
前

日
の
雨
に
洗
わ
れ
て
透
明
な
視
界
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
上
空
は

一
線
を
境
に
黄
塵
の
真
た
だ
中
で
し

た
。
高
度
四
千
五
百
米
で
は
地
上
の

建
造
物
が
漸
く
判
別
で
き
る
程
度
、

エ
ン
ジ
ン
の
磨
耗
を
お
そ
れ
て
早
々

に
帰
り
ま
し
た
。
こ
の
時
太
陽
の
光

環
が
見
ら
れ
て
、
そ
の
色
彩
か
ら
ミ

ク
ロ
ン
級
の
微
粒
子
で
あ
る
こ
と
が

推
定
で
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
回
は
昭
和
二
九
年
冬
、
長

岡
積
雪
科
学
館
の
依
頼
で
、
十
日
町
、

六
日
町
、
小
千
谷
、
直
江
津
、
柏
崎

工
、
西
越
、
松
代
の
各
高
校
が
冬
季

間
毎
回
の
降
雪
を
受
器
に
集
め
、
融

水
中
の
塩
素
イ
オ
ン
定
量
の
共
同
観

測
で
あ
り
ま
し
た
。
塩
素
イ
オ
ン
は

風
送
海
塩
粒
子
の
主
成
分
で
、
こ
の

測
定
に
よ
り
裏
日
本
上
空
の
微
粒
子

の
存
在
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
実
験

で
し
た
。
松
代
で
は
融
水
一
リ
ッ
ト

ル
中
、
イ
オ
ン
は
平
均
八
・
九
㎎
、

柏
崎
で
は
二
二
・
○
で
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
時
期
の
東
京
、
浜
松
の
雨
水
（
雪

は
降
ら
ず
）
中
の
値
と
比
較
す
る
と
、

東
京
は
一
・
五
で
あ
り
、
裏
日
本
の

雪
は
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
判
り
、

雪
の
発
生
に
は
大
き
な
役
割
を
果
し

て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
し
た
。
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現
在
の
松
代
町
は
年
々
人
口
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
、
雪

害
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
雪
の
た
め
に
交
通
の
便
も

非
常
に
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
そ
こ
で
こ
の
北
越
北
線
が
五
年
後

に
開
通
し
た
ら
松
代
は
も
っ
と
住
み

や
す
く
変
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
北
越
北
線
で
松
代
の
工
業
、
商

業
、
林
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

発
展
し
て
い
け
ば
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
い
え
、
き
っ
と
発
展
す
る
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

こ
の
工
事
の
人
達
に
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
工

事
の
方
々
は
朝
早
く
か
ら
働
い
て
お

ら
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ

ざ
遠
く
か
ら
転
勤
し
て
来
て
く
だ
さ

っ
て
松
代
町
の
発
展
の
た
め
に
力
を

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
達
も
、
こ
の
方
々
を

見
習
っ
て
、
で
き
る
こ
と
を
見
付
け

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
互
い
に

協
力
し
合
う
こ
と
が
目
標
を
達
成
す

る
に
は
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
。

　
北
越
北
線
は
す
で
に
一
九
七
四
年

に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

一
時
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー

で
再
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
九
一
年

を
目
標
と
し
、
現
在
で
は
着
々
と
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
北
越
北
線
が
で
き
れ
ば
、
冬

の
雪
も
、
ス
キ
ー
客
や
観
光
客
な
ど

で
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
ん
な
話
を
家
の
人
に

聞
い
て
、
こ
の
北
越
北
線
が
開
通
し

た
ら
、
松
代
町
は
ど
の
よ
う
に
変
っ

て
い
く
の
か
な
あ
と
愉
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
松
代
町
の
大
人
た
ち
は
、

北
越
北
線
が
で
き
る
こ
と
で
ど
ん
な

願
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

私
は
、
ま
ず
、
出
稼
ぎ
が
少
な
く
な

れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
町
民

が
家
か
ら
通
勤
で
き
る
所
が
広
が
る

で
し
ょ
う
か
ら
、
働
き
や
す
く
な
る

に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ど
、
み
ん
な
の
大
き
な
願
い
の

中
で
こ
の
北
越
北
線
が
開
通
し
た
ら
、

こ
れ
は
き
っ
と
町
中
の
、
人
気
者
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
自
然
の

中
で
、
鉄
道
が
走
っ
た
ら
ど
ん
な
に

か
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど

ん
な
に
便
利
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
す

ば
ら
し
い
未
来
に
向
っ
て
私
達
が
す

べ
き
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
大
人
は
大
人
と
し
て
、
中
学
生

は
中
学
生
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
今
、
中

学
生
で
す
が
、
や
が
て
は
大
人
に
な

り
ま
す
。
松
代
中
学
校
の
生
徒
は
み

ん
な
が
、
立
派
な
町
民
に
な
る
た
め

協
力
し
、
努
力
し
て
立
派
な
中
学
生

に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、
私
達

も
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
成
長
に
つ

れ
、
松
代
町
の
一
員
と
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
分

か
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
十
年
後
に

は
、
大
人
た
ち
の
仲
間
に
入
っ
て
も
、

恥
か
し
く
な
い
大
人
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
み
ん

な
協
力
し
て
向
上
を
目
ざ
し
て
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
北
越
北
線

が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
代

町
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
発
展
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

交
通
の
時
間
短
縮
、
観
光
開
発
、
松

代
町
み
ん
な
の
願
い
達
成
な
ど
ど
れ

も
松
代
町
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
工
事
が
進
む
の

に
負
け
な
い
よ
う
中
学
生
は
中
学
生

と
し
て
、
ま
た
高
校
に
入
っ
た
ら
高

校
生
と
し
て
、
努
ガ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
工
事
を
し
て
い
る
方
々
の
具

体
的
な
仕
事
の
内
容
は
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
標
に
向
っ
て

続
け
る
努
力
は
同
じ
こ
と
で
す
。

　
こ
の
北
越
北
線
の
ト
ン
ネ
ル
が
完

成
す
る
日
、
そ
の
日
こ
そ
豪
雪
と
過

疎
の
町
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
、
抜
け
出

る
日
だ
し
、
松
代
町
発
展
に
つ
な
が

る
日
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

北〃

越グ

北〃

線

〃
・
　
　
〃
・
　
　
〃
。

20

億
円

　
運
輸
省
は
九
日
、
日
本
鉄
道

建
設
公
団
が
申
請
し
て
い
た
六

十
一
年
度
事
業
計
画
を
認
可
し

た
。
北
越
北
線
に
は
前
年
度
と

同
額
の
二
〇
億
が
計
上
さ
れ
た
。

　
本
年
度
を
除
い
た
残
工
事
費

は
三
百
四
十
六
億
円
、
来
年
度

以
降
大
幅
な
工
事
費
の
増
額
を

期
待
し
た
い
．

　
鍋
立
山
、
霧
ヶ
岳
、
第
二
田

沢
ト
ン
ネ
ル
建
設
が
主
な
工
事

と
な
る
。

　
三
月
に
発
注
さ
れ
た
第
二
田

沢
ト
ン
ネ
ル
は
準
備
が
終
わ
り
、

本
格
的
な
掘
削
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
難
工
事
の
鍋
立
山
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
、
残
り
六
四
五

m
の
う
ち
七
月
一
八
日
現
在
一

四
九
m
の
掘
削
と
な
っ
て
い
る
。
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ぐ〔伽〔撚昂僻昂伽昂伽昂伽昂齢昂齢昂伽昂伽昂伽昂伽昂伽〔伽〔伽昂僻昂伽〔卿昂僻昂齢昂撚昂僻昂伽』　〔伽昂伽昂伽昂僻〔聯〔撚昂齢、

＊地震とドライバー～　　全

車の運転中に地農が起きたら，どうします？
　　　　　　　　　　　・《　舵

　車は走るガソリン・タンクー。走行中は危険がいっぱいです。もし，

車を運転中に地震が起きたら、あなたはどういう行動をとりますか？

　あなたが車の運転免許証を持っていれば、心ず／度は勉強したはず。ス

ラスラ答えられますか？　もし＼答えに自信がなかったら＼灰のイラスト・

を参照しながら，もう／度しっかり覚えてください。

　①地震を感じる
　　タイヤがバンクして＼ハンドルをとられるように感じます（震度5以上

　の地震の場合）。また＼前万の道路が＼波打つように感じます。

　②速度を落とし、道路の左端に車を止める

　　道路の中央に1上めてしまうと＼緊急自動車が通れなくなったり，避難す

　る人のじゃまになってしまいます。近くに駐車場や空き地があればそこへ

　入れ＼動す道路の中央はあけておくようにしましよう。

　③あわてて車から飛び出さない

　　揺れている間に＼あわてて外に飛び出すと＼上から物が落ちてきたりし

　て大変危険です。大きな揺れは／分程度でおさまりますので＼車の中で，

　　しばらく様子を見てください。その際＼ラジオをつけて地震情報を聞くこ

　とも忘れずに。

　　ただし＼橋の上やトンネル＼がけ崩れが起きそうな場所にいるときは＼

　すぐに避難する必要があります。

　④車を置いて避難する
　　火災が発生したりして＼やむを得ず路上に車を置いて避難しなければな

　らないこともあります。
　　この場合，（／）エンジンを切り　（2）キーをつけたまま　（3）窓を閉め　（4）ド

　アをロックしないで＼避難してください。これは＼車を動かす動要が生じ

　たとき＼だれでも運転できるようにするためです。また，窓を閉めるのは，

　火に包まれたとき＼内部に火が入らないようにするためです。

　　また，避難するときは貴重品を忘れずに持ち出してください。

　7

ノ
勿
　多サ
　多。，甲．・灘癌

響塗
窓き閉める

勤

ドアはロックレぽい

蛎〔伽〔伽昂僻昂僻』＿昂僻昂僻』＿〔伽〔＿　』＿昂僻昂僻〔撚〔伽』＿昂伽昂卿昂伽〔伽昂伽昂伽』＿』＿』＿』《＿㎜、〔僻〔齢昂僻一唖

麟腺齢翻囲魏囎・バイク細
　自動二輪車は．車体が小さいので他のドラ

イバーから見つけられにくく．また自動車の

陰に隠れてしまうことがあります。

　図のように＼一緒に右折する目動車がいた

り＼対向車線に右折車がいると＼ライダーは

＼
一　
　
　
、
＼

、

瀦
　ノ

死
角
に
入
る
な
①

右
折
で
安
全
確
認
を
怠
る
と

　
　
　
”
飛
び
出
し
∬
と
同
じ

ヤ　　　　　　　　　　　、ξ　　　　　　　　　・・のの、訟漁瓢＿・
　　　　　　晋讐舞繋萎諜i鐘
　　　　　　　、、　　　　’

　　　　　　’渉　　　　　　　智〆

議嚢濯暴蟷一鷺羨

それぞれの自動車の陰に隠れてしまいます。

つまり＼対向直進車のドライバーの死角に入

ってしまうのです。もし、ライダーが直進車

の有無を確認せずに曲がったらどうなるでし

よう。百進車から見れば＼＼飛び出し”と同じ

ことになります。ドライバーがライダーを発

見してブレーキを踏んでも間に合わないとい

う．最悪の事態にもなりかねません。

　右折をするときは．他の車の動きや前後、

左右の安全を目と耳で鋤ず確かめるようにし

てください。



II”liII川IIllIIlll171”llIII””II川Illこうほう・まつだい（7月号）1”II”1”IIIIIIIIll”IllIII”II”IIIllllIIllIII”IIIIIIIIlllIIlllIIllllII”III”IIIllIII“III川IIIllIIllIIllIII“”II”IIllIlllIII”IIIlll“IIllIII”II”IllIIIIIIIIllIIMIIllIIIllIlllIIll

パート2

冷ややかな現実主義
　「どんな高校に入りたい？」「いまの自分の成績で

入れるとこならどこだっていいよ」「将来は？」「そん

なこと考えたことないし、分かるわけないだろう」

　なんとも、せつな的とも思える現実的な受け答え

です。中学生　　思春期の子供たちというのは、も

っと自分の将来に夢と希望を抱いていいはずだが…

と思われる方も多いことでしょう。そこで、「おまえ

たちの未来は明るいよ」などと水を向けると、「何が

明るいの？」「理想と現実とは違うよ」などと一笑に

付されてしまうことが多いのです。

■自分の将来を真剣に考えない

　一つには、中学生同士の間で、真面目に自己の夢

や理想を口にしたりすると相手にされなくなる、と

いうことがあります。　「自分の将来を意欲的に切り

開いていきたい」などと言おうものなら、“シラケ”

と周りからはやされ、　“おまえマジだからね、ヘヘ

ヘェ…”と笑われる。その揚げ句、付き合い切れない

ヤツというレッテルをはられ、はぐれ鳥みたいにな
　　　　　　　　　　ヌって仲間から浮き上がってしまうのです。

■中学生にはびこる“カッタルイ症候群”

　もう一つ、まさに現代的中学生気質の特徴として、

いま楽しければそれでいい、将来もできれば働きた

くない、仕事をするのなら楽な仕事がいいという気

持ちを強くもっていることが挙げられます。彼らに

とって楽な仕事とは朝がおそいこと、体が汚れない

こと、給料が高いことなどで、極端なはなし、これ

らが満たされるのならどんな仕事でもよいとさえ思

っているフシがあります。

　もはや、努力すれば報われる、がんばればそれな

りのことはある、などといっても本気で受けとめて

くれません。　「こんなことやってみたら…」とチャ

レンジ精神をあおってみても、面倒くさい、おぜん

立てしてくれればやっていいけれどと、すべてが受

け身の姿勢です。このような中学生の生態を“カッ

タルイ症候群”とでも名付けたくなるくらいです。

も一∬
ヨ

皿／ 、
OQ
ピ

〆
　
　
●
ゆ

■親たちがつくる冷淡な現実主義者

　どうもやりきれない話が続きましたが、これが中

学生の“現実”の一つなのです。

　さて、こうした中学生の意識にいちばん大きな影

響を与えているのは両親です。親の価値観、生き方、

日常生活のちょっとしたことなどから影響を受ける

のです。ある中学生が言ってます。自分の友達につ

いて母親が次のように聞いたと……（といって特別

なことではなく、わたしたち平凡な親がごく普通に

口にしていることなのですが）。「あの子のお父さんは

どこの大学出たの？　どんな会社に勤めているの？

どこに住んでいるの？　持ち家なの？　お兄ちゃん

はどこの高校に行ったのかしら？」

　これでは、友達を選ぶ尺度とはこういうことなの

かと、子供がすんなり受け入れてしまうのは目に見

えています。しかも、このお母さんは、子供のため

を思ってまじめに“良い友達の条件”を一つ一つ確

かめているのです。

　子供たちが、なるようにしかならないという冷淡

な現実主義に陥ってしまうのは、親のこうした価値

観から少なからず影響を受けているのです。

岩佐壽夫

家庭ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

夏の夜

プールで体力づくり

嫌》

＼＼

◆期　日　7月21日～8月lO日
　　　　　　　　　夜7時～夜9時まで

◆会　場　第一プールのみ（松代）

★★★★★水泳は全身運動の代表格★★★★★
上肢、下肢、腹筋、背筋を合わせた協調運動、さらに肺臓、心臓等などの呼吸循環器など、すべて体力をつかいま

す。他のスポーッにみられるように片寄った負担はありません。日常生活や地上の運動では活用されないよう

な筋肉の動きが必要になりますから、全身のバランスを保つという意味では、最高の運動といえます。

　　　　　　　　　　　　今年よりプールの料金がかわりました。
戯
、
磁　幼児・榊学生は一5・円です・

　　　　　　　　　　　　　　　　高校生、一般者は……100円です。
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馨験

　灘羅撚　

辮繋

灘
　

繍
鱗
艦
灘
轍
懸
灘
灘

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は

得
か
？
損
か
？
請
求
時
に
よ
く
考
え

て
み
ま
し
よ
う
。

　
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
年
齢
は
、
ど
ち
ら
も
原
則
と

し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
厚
生
年
金
に
は
六
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
　
　
1
、
、
＼
輔

＼
、
、
￥
～
C

　
　
　
　
　
“
　
響

　
　
　
　
　
”
　
　
、

　
　
　
　
　
・
　
　
諭

　
　
　
　
　
す
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
継

　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
誠

　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
κ

　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
《

か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給
さ
れ

る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
厚

生
年
金
加
入
期
間
一
年
以
上
に
限
る
）

が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
希
望

に
よ
り
六
十
五
歳
未
満
で
も
繰
上
げ

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

　穿棄．π　　　　　　　藻Oo
　●ち需．．　　　‘聖．　　　　￥　　　　　　　5

灘繋￥麟ぐ62歳
’鍛雛ミ強　　く61歳
　　　　　　　　　　　そ

　　　　　　　　　　　　　　　ぐ60歳

図
の
よ
う
に
年
齢
に
応
じ
て
年
金
額
“
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
皿
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繰
上
げ
請
求
さ
れ
る
場
合
は
次
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

こ
と
を
十
分
承
知
の
上
で
請
求
し
て
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下
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

①
一
生
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
㎜

②
繰
上
げ
請
求
後
に
請
求
の
取
消
し
㎜
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や
変
更
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で
き
な
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。
　
　
　
　
　
一
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皿

③
繰
上
げ
請
求
す
る
と
、
特
別
支
給
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の
老
齢
厚
生
年
金
や
遺
族
年
金
は
㎝
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皿

　
六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
と
な
る
。
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

④
繰
上
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障
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な
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間
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す
る
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特
別
支
給
の
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齢
厚
生
年
金
を
請
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す
る
場
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同
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社
会
保
険
事
務
所
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イ
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国
民
年
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第
一
号
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第
三
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険
者
期
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の
み
の
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尚
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有
す
る
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生
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金
と
あ
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㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
共
済
組
合
と
読
み
替
え
て
下
さ
い
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『
O
O
に
か
み
つ
か
れ
る
と
、
雷

が
鳴
る
ま
で
離
さ
な
い
』

　
さ
て
、
あ
な
た
な
ら
、
こ
の
○
○

に
何
と
入
れ
ま
す
か
。
ヤ
モ
リ
、
ト

カ
ゲ
、
カ
マ
キ
リ
、
ヒ
ル
、
ス
ッ
ポ

ン
そ
れ
と
も
カ
ブ
ト
ガ
ニ
？

　
ど
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
国
各
地
に
い
ろ
い
ろ
な

言
い
伝
え
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
と
、

雷
に
つ
い
て
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
腹
を
出
し
た
子
供
を
戒
め

る
時
に
言
う
「
雷
が
へ
そ
を
取
る
」

と
い
う
話
。

　
雷
を
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

『
桑
原
、
桑
原
』
と
唱
え
る
と
い
う

の
は
た
い
て
い
の
人
が
知
っ
て
い
ま

す
。
一
説
に
よ
る
と
、
『
桑
原
』
は
菅
原

道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
の
所
領

で
あ
っ
た
土
地
の
名
で
、
一
度
も
雷

が
落
ち
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
も
ん

か
ら
、
落
雷
を
防
ぐ
呪
文
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
雷
は
桑
の
木

が
嫌
い
だ
か
ら
と
か
、
大
切
な
桑
畑

が
雷
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
い
う

願
望
ら
し
い
、
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
ヤ
の
中
に
入
る
と

い
い
と
か
、
年
越
し
の
豆
を
食
べ
る

と
助
か
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雷
が
鳴
る
と
稲
が
よ
く
実

る
と
か
、
寒
中
の
雷
は
干
ば
つ
の
前

ぶ
れ
と
い
う
よ
う
な
予
言
め
い
た
言

い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
わ
ざ
や
言
い
伝
え

の
真
偽
は
別
と
し
て
、
落
雷
に
よ
る

被
害
で
昨
年
も
七
人
（
全
国
）
が
死

亡
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
θ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶺

〕
〕
う
〕
∂
∂
∂
〕
〕
〕
〕
∂
〕
〕

有
段
を
目
指
し
て

圏
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹

　
白
先
コ
ウ
・
5
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
ま
ず
真
中

　
　
3
分
で
3
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

正
解
は
1
9
ぺ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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防災
シリーズ⑳

講庸も・
　、蟻譲蟷

轟．

の
、

大人の油断が，
　　　　　　　組　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　で
　　　　　を　ヂて　セ　　　　　ミもり　　　　　あ　き事故を呼ぶ凄鷺鐵，蓮、

　　　　慮章基．　慰霞“ぎ’三

お
も
ち
ゃ
花
火
も

　
　
　
　
原
料
は
火

　
冷
や
し
そ
う
め
ん
、
ス
イ
カ
、
風
鈴

…
…
、
夏
の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
庭
先
な
ど
で
興
じ
る
花

火
は
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の
も
の
。

　
し
か
し
、
小
さ
な
“
お
も
ち
ゃ
花

火
”
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

花
火
が
原
因
で
火
災
が
発
生
す
る
こ

と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
（
昭
和

五
十
九
年
の
調
査
で
は
四
百
三
十
八

件
）
、
ま
た
花
火
が
衣
服
に
引
火
す

る
と
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
飛
ん
だ
花
火
で
と
ん
だ
事
故
を
ひ

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
な
場
所
を
選
ぽ
う

　
周
囲
に
紙
く
ず
や
枯
れ
草
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危

険
物
の
な
い
所
、
人
家
な
ど
の
建
物

薬

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

　
風
が
強
い
と
き
や
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う
。

●
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

　
し
よ
う

　
子
供
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て
い

た
た
め
に
、
適
切
な
処
置
が
と
れ
ず

に
火
事
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、
花
火
を

　
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点

　
火
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

●
水
の
入
つ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
よ

　
、
つ

　
マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、

必
ず
バ
ケ
ッ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
／
　
風
転
☆
　
一
一
。
‘
〔

　
安
全
な
花
火
で
も

　
　
　
　
ル
ー
ル
は
守
っ
て

　
S
F
マ
ー
ク
の
つ
い
た
お
も
ち
や

花
火
に
欠
陥
が
あ
り
、
消
費
者
が
事

故
に
あ
っ
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
保

険
で
補
償
さ
れ
ま
す
。
最
高
補
償
限

度
額
は
、
身
体
傷
害
、
財
物
破
損
と

も
一
事
故
五
千
万
円
で
、
対
人
の
場

合
は
ひ
と
り
二
千
万
円
で
す
。

　
し
か
し
、
補
償
制
度
が
あ
り
、
厳

し
い
検
査
を
受
け
た
安
全
な
花
火
で

も
、
使
う
人
が
ル
ー
ル
を
守
ち
な
け

れ
ば
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
注
意

事
項
を
よ
く
守
り
、
正
し
く
花
火
を

使
い
ま
し
ょ
う
。　国産および輸

入品のがん具と

して用いられる

煙火全種。

戸
籍
の
窓
ロ

六
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

小
堺
裕
司
　
父
光
夫
　
母
ひ
ろ
し

　
　
　
　
（
二
男
・
蓬
平
・
大
西
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

小
堺
與
太
郎
　
67
歳
　
儀
明
、
源
助

柳
　
ミ
ン
　
7
1
歳

五
十
嵐
マ
ツ
8
3
歳

中
村
権
蔵
　
8
3
歳

五
十
嵐
米
蔵
7
6
歳

仲
村
孫
一
郎
7
7
歳

菅
刈
、

竹
所
小
貰
会
沢

山
田
屋

南新
宅
田
中

儀
明
さ
ん
ぜ
ん

6
9

　
●

ムP7

旭
一
．
一
9
一
一
＝
量
．
．
＝
一
．
＝
噂
．
．
一
一
一
9
＝
．
．
一
．
甲
冒
．
＝
．
一
．
6
9
．
一
＝
．
．
一
＝
．
『
・
．
．
甲
．
9
一
・
＝
一
一
6
一
一
．
9
＝
・
一
甲
＝
．
一
三
．
6
一
．
一
一
＝
・
一
．
．
一
一
β
＝
塾
9
．
一
・
・
＝
一
一
．
－
一
ぜ
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〈
詰
碁
正
解
〉
　
白
1
の
オ
キ
は
当
然

の
一
手
。
黒
2
も
こ
れ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
白
3
の
ツ
ケ
で
攻
め
を
続

け
5
で
コ
ウ
。

IJ

5。’●1・一・II。”II・・。0”巴・・”・0一”略・”1，01’ll．・・。10’IO”・〇一”lh。・昼・”ll9一・19”』II9・1・90嬉・一，唇91’一亀畢．，．O一”・・1，gII”1覧1，1畳・0・ll

を
－
薗
9
3
＝
＝
畢
．
一
一
一
三
一
6
一
．
3
三
。
．
．
．
甲
・
＝
・
夢
一
．
一
」
＝
一
一
．
．
9
3
＝
乙
．
一
一
3
＝
・
一
甲
．
．
一
、
三
一
一
一
一
3
＝
・
一
9
．
甲
一
一
三
＝
昌
一
一
、
＝
・
一
聯
．
1
＝
、
一
…
一
昌
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　文
芸

～麟薩
郵

　
短
歌

　
　
　
畑
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

山
に
来
て
妻
と
畑
を
耕
せ
ば
ほ
う
ほ

う
と
春
の
山
鳩
鳴
き
ぬ
る

腰
の
痛
み
に
耐
え
つ
つ
畑
を
打
ち
ゆ

く
に
早
春
な
が
ら
肌
は
汗
ば
む

混
り
初
む
白
髪
を
風
に
吹
か
れ
つ
つ

妻
と
な
ら
ん
で
畑
た
が
や
す

一
冬
の
雪
に
埋
も
れ
し
土
固
く
わ
が

打
つ
三
本
鍬
深
く
入
ら
ず

離
農
せ
し
友
の
こ
と
な
ど
話
し
つ
つ

妻
と
畑
打
つ
新
緑
の
中

我
が
子
ら
は
都
会
に
あ
り
て
妻
と
二

人
機
械
化
の
世
を
鍬
で
畑
打
つ

離
農
せ
し
友
は
い
づ
こ
に
聞
く
な
ら

ん
撫
の
林
に
鶯
は
鳴
く

　
　
か
び

　
　
徴
・
茂
り

本
棚
の
大
言
海
や
徽
の
宿

徽
の
香
の
ほ
の
か
に
匂
う
佛
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

本
堂
の
龍
の
目
青
し
徽
の
寺

雨
と
ぎ
れ
茂
り
を
お
そ
う
風
の
す
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

徽
臭
き
土
蔵
の
大
戸
開
け
放
ち

明
暗
を
分
け
て
色
な
す
茂
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

果
物
に
い
つ
し
か
知
ら
ず
徽
は
え
る

山
登
り
茂
る
森
林
通
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

徽
の
香
や
木
枠
の
井
戸
の
水
を
汲
む

徽
の
香
や
蔵
の
品
々
移
し
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

高
原
の
牧
場
遅
々
と
草
茂
る

ク
ラ
ス
会
茂
り
の
中
の
旅
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

墨
の
徽
無
沙
汰
つ
づ
き
て
硯
箱

荒
し
田
に
言
葉
も
な
く
し
て
茅
茂
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

入
婿
の
出
て
ゆ
く
噂
徽
の
跡

む
さ
さ
び
の
通
る
道
と
ふ
木
の
茂
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

風
少
し
あ
れ
ば
茂
り
の
雨
の
音

山
鳩
の
哺
く
大
茂
り
奥
深
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

禅
寺
の
屋
根
包
む
ほ
ど
ブ
ナ
茂
る

上
る
坂
茂
り
の
中
で
ふ
り
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

女
靴
あ
り
て
華
や
ぐ
徽
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

一
堂
に
一
樹
の
茂
り
大
樫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ヰ

大
藁
屋
徽
の
一
間
に
畏
ま
る

お
も
む
ろ
に
徽
の
匂
い
の
古
書
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

徽
の
宿
花
札
も
よ
し
湯
治
客

そ
こ
は
か
と
な
く
徽
の
香
や
鈴
を
振

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

読
み
も
せ
ぬ
六
法
全
書
徽
臭
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
こ
ほ
だ

茂
り
洩
る
日
の
綾
な
せ
る
茸
楕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

漬
け
石
の
石
徽
拭
い
て
納
屋
の
棚

　
　
　
　
は
　
は

徽
ほ
の
と
亡
母
手
作
り
の
藁
草
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

か
わ
せ
み

弱
翠
の
一
山
背
負
う
茂
り
か
な

徽
の
香
や
慣
れ
た
る
鎌
を
研
ぎ
す
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

招
か
れ
て
徽
の
礼
服
拭
き
つ
着
る

山
茂
り
水
面
に
白
き
花
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

瀬
の
音
を
峡
に
返
し
て
山
茂
り

苗
箱
洗
う
池
面
の
茂
り
揺
れ
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

徽
拭
い
て
子
に
疎
ま
れ
し
貌
二
つ

ぶ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
ひ
む
ろ

山
毛
樫
茂
り
氷
室
を
ひ
そ
と
隠
し
を

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巨
】
　
釜
・

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
目
　
　
・
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
×
　
　
　
　
×

丹
精
の
さ
つ
き
花
増
し
一
年
忌

選
挙
車
の
衛
四
方
に
梅
雨
曇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

　
　
　
　
　
　
　
も
と

街
灯
の
あ
か
り
の
下
の
糸
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

蜘
蛛
の
巣
の
雨
滴
に
光
る
幾
何
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風風様人　　峰を女

　
草
物
盆
栽
に
つ
い
て

　
盆
栽
界
で
は
草
物
盆
栽
は
樹
物
盆

栽
を
飾
る
時
の
下
草
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
添
え
も

の
で
あ
り
、
サ
シ
ミ
の
ツ
マ
的
な
も

の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
草
物
盆
栽
は

主
と
し
て
盆
栽
家
が
そ
う
し
た
目
的

に
あ
わ
せ
、
そ
の
目
的
に
沿
う
よ
う

な
か
た
ち
に
栽
培
し
て
い
る
よ
う
に

見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
草
物

盆
栽
は
、
草
物
盆
栽
そ
れ
自
体
と
し

て
存
在
価
値
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
飾
り
付
け
に
用
い
る
こ
と
は
草

物
盆
栽
の
効
用
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

　
高
山
植
物
や
山
野
草
を
愛
好
す
る

人
び
と
が
各
地
域
で
山
草
会
を
作
っ

て
栽
培
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
で
は
愛
好
家
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

全
国
に
静
か
な
ブ
ー
ム
を
起
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
ま
ず
山

野
草
、
高
山
植
物
の
栽
培
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
ち
お
う
草
が
作
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
次
に
鑑
賞
栽
培
を
試

み
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
つ

ま
り
草
物
盆
栽
で
す
。

　
す
な
わ
ち
樹
物
盆
栽
の
下
草
と
し

て
作
る
の
で
は
な
く
、
目
的
は
草
そ

の
も
の
に
あ
る
の
で
す
。
草
の
持
つ

優
雅
さ
、
可
憐
さ
、
渋
さ
味
を
造
形

的
手
法
で
生
か
し
て
作
る
こ
れ
が
草

物
盆
栽
の
真
の
あ
り
か
た
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
．

韓纏

コシダ


